
















Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）
（単位：円）

令和3年度

1 地域活性化措置

交付金事業の名称

貞光保育所運営事業

交付金事業の概要

保育士人件費（5名）5か月分
つるぎ町は、つるぎ町子ども・子育て支援事業計画の基本目標にある、仕事と子育てが両立できる環境を整え
るため、電源立地地域対策交付金を活用し、当該保育所の保育スタッフを増員した運営を続け、基本理念であ
る「安心して子育てをすることができる町」の実現に努めています。

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

事業開始年度

番号 措置名

令和3年度 事業終了（予定）年度

事業期間の設定理由 -

つるぎ町

交付金事業実施場所 つるぎ町貞光字西山

つるぎ町子ども・子育て支援事業計画（令和2年度～令和6年度）
第３章　計画の基本的な考え方
　３基本目標
（３）安心して子育てができる生活環境
　子どもを安心して生み育てるためには、仕事と子育てを両立できる環境があり、公共空間が親子連れで訪れ
やすいよう配慮されていることが大切です。また、障がい児が療育を受けながら地域で暮らしていける環境が
あることも重要です。
　このため、保育サービスを充実するとともに，子どもや子育てを考えた施設づくり、さらには、障がい児の
支援の充実などに努めます。
目標：保育所利用児童及び延長保育利用児童受入率：100％（令和3年度）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名



総事業費

交付金事業の総事業費等

達成度

令和3年度

6,000,000 6,000,000 4,400,000

令和元年度 令和2年度 令和3年度 備考

8,136,600 7,921,500 5,678,400 5,678,400

100% 100% 100%

4,400,000

達成度

6,000,000 6,000,000

5

活動実績 人

令和2年度

目標値 ％

％

単位

活動見込 人

交付金事業の契約の概要

保育士人件費 雇用 保育士5名 5,678,400（総事業費）

交付金事業の評価課室 つるぎ町　総務課

交付金事業の活動指標及
び活動実績

活動指標

貞光保育所におけ
る保育担当者

％

令和元年度

7

交付金事業の担当課室 つるぎ町　総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

うち経済産業省分

うち文部科学省分

交付金充当額

57

無

貞光保育所の保育士数を安定的に確保することにより、保護者の方が安心して預けられる環境を整え、受入数を確保していきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

％ 96%

単位

成果実績

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及
び成果実績

成果目標 成果指標 評価年度 令和3年度

保育所及び延長保
育利用児童受入率

100％

保育所及び延長保
育利用児童受入状

況（％）
100%

7 7

96%

評価年度の設定理由

年度末での保育所受入率を算出するため。





Ⅱ．事業評価個表（令和３年度）

交付金事業実施場所 上勝町大字正木

交付金事業の概要

アスファルト舗装工（L=207ｍ、W=2.40ｍ～5.30ｍ、A=598㎡）

損傷の激しい町道について、舗装工事を行うことで生活道路の安全性及び利便性を確保し
ます。

令和３年度 事業終了（予定）年度 令和３年度

1

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上勝町

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

町道杉山線は、蔭地地区、杉山地区に通じる唯一の生活道で、その上では生活基盤として
本町を代表するいろどり産業が盛んであり、その出荷、採取等のため多くの方に利用され
ている。しかし、舗装面での劣化が進み、地域住民からの早期な修繕要望が多く、これま
ではレミアスファルト（常温合材）による補修修繕で対応している現状です。道路管理上
からも、この現状を打破し通行の安全を確保し、路面改良工事を行うことにより、毎日利
用する地域住民の方々の生活基盤として利便性を図れるものです。路面改良工事について
は、地元より強い要望があり、電源立地地域対策交付金事業で整備し、地域の生活環境に
寄与する目的で、当事業を実施するものである。
目標：損傷した町道の適切な補修による生活道路の安全性及び利便性を確保し、住民から
の当該道路に対する苦情件数を０件にする。

措置名 交付金事業の名称

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

町道杉山線舗装工事

番号

事業開始年度

事業期間の設定理由


























